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■ 要  旨 ■ 

浚渫土を原料土として作製した固化処理土を破砕し、この破砕粒子を砂礫の代替品として護岸背面の裏埋など

に利用することができれば好都合である。しかしながら、利用可能か否かを判断できるデータは未だ十分に得られ

ていない。そこで、含水比が 110%の浚渫土に固化材を 100～400kg/m3 添加して固化後に破砕した粒子を作製し、

破砕粒子の強度試験を実施した。試験は単粒子（4.75～9.5mm）の圧縮試験と、破砕粒子（粒度分布は 0.85～

2mm および 2～4.75mm）の圧密排水(CD)三軸圧縮試験である。図-6 は、固化材添加量 C と固化処理土の強度

qu28 および単粒子強度σcm の関係を示している。両者の強度は C と共に増加し、σcm=0.2～0.3×qu28 の関係がある。

図-23 は、固化粒子 B(2～4.75mm)の三軸 CD 試験結果を示している。内部摩擦角φd は、拘束圧σが増加すると

減少する傾向があるが、Case.B-100(C=100kg/m3添加)の場合でも、φdは 30°以上あることがわかる。結論として、

固化粒子は拘束圧による体積圧縮量が大きいが、内部摩擦角は 30°以上が確保できることから、砂礫の代替品と

して利用できる可能性があることが明らかとなった。 

 

 

 

σc m= 0.0037C+ 0.065

qu28= 0.0209C- 0.725
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         図-6 C～qu28，σcm の関係             図-23 粒子 B のσ～φd 関係 


